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発表演題名 毒キノコによる食中毒の検査体制の構築 

発表学会名 第 55 回全国衛生化学技術協議会 

発表者名 野田 拓史（保健衛生部） 

開催場所 ワークピア横浜（神奈川県横浜市） 

発表日時 平成３０年１１月３０日（金） １０：４５～１２：００ 

発表内容 毒キノコによる食中毒が発生した場合、原因調査として残された喫食

物の形態学的観察による鑑別を行うが、調理加工されたものや細断され

たものは鑑別困難となる。そこで、そのような場合でも迅速かつ高精度

に鑑別可能な方法として、遺伝子検査法について検討した。今回の検討

では、国内で最も食中毒事例の多いツキヨタケを対象とした。 

Genomic-Tip 20/G(QIAGEN)を用いて、キノコから DNA を抽出し、各プ

ライマーを用いて PCR を行い、電気泳動により DNA 断片の増幅を確認し

た。ユニバーサルプライマー(ITS1/ITS2,ITS3/ITS4)を用いた PCR によ

り ITS 領域を検出できたため、内部コントロールとして使用可能である

と考えられた。また、ツキヨタケ特異的遺伝子を標的としたプライマー

(OJSP-F/OJSP-R)により、ツキヨタケを検出できたことから、これらの

プライマーを用いた遺伝子検査法により、ツキヨタケの鑑別が可能であ

ることが示唆された。 

 


